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かし Bohn は，発表語彙が僅かに１万 2000 語であるのに対して，受容語彙は
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　近代英語の語彙の半数はロマン［ス］語（前頁の 3.  Italic においてあげ
た，ラテン語に由来する近代諸語の総称）系で，ゲルマン語系は英語の約



























p → f の推移に関して：
Schiff,　Schaf,　hoffen,　schlafen,　helfen,　Affe,　offen,　 tief
ship,　 sheep,　hope,　 sleep,　　 help,　　ape,　 open,　 deep
船　　 羊　　 望む　　眠る　　 助ける　猿　　開いた　深い
t → z の推移に関して：
zehn,　zu,　　zwei,　Katze,　Herz,　 Salz,　Zahn,　Zunge,　 Zeit
ten,　 to,　　two,　 cat,　　 heart,　salt,　 tooth,　tongue,　tide
十　　 …へ　二　　 猫　　 心臓　 塩　　歯　　 舌　　　（潮）時
t → ss（音としては [s]）の推移に関して：
Wasser,　Fuß,　groß,　 essen,　 grüßen,　 hassen,　besser,　　heiß
water,　 foot　 great,　 eat,　　 greet,　　 hate,　 better,　 hot
水　　　 足　　大きい　食べる　挨拶する　憎む　 よりよい　熱い
k → h の推移（後にこの音は現代ドイツ語の中では ch[x/ç] と表記される）：
Buch,　Milch,　 Eiche,　 Woche,　Lerche,　machen,　Kuchen,　kochen
book,　milk,　 oak,　　 week,　 lark,　　 make,　　cake,　　 cook
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本　　 ミルク　オーク　週　　　 雲雀　 作る　　 ケーキ　 料理する
d → t の推移に関して：
Gott,　Bett,　　gut,　 alt,　 unter,　 Brot,　 Garten,　rot,　 selten
god,　 bed,　　good,　old,　 under,　bread,　garden,　red,　 seldom




ドイツ語の d と英語の th：
drei,　 du,　 denken,　danken,　 Feder,　 Donner,　 Nord,　 Erde
three,　thou,　think,　 thank,　　 feather,　thunder,　north,　earth
三　 君　　 考える　 感謝する　羽毛　　 雷　　　 北　　 地
ドイツ語の b と英語の f/v：
Leib,　Kalb,　halb,　ob,　　　　 lieben,　 leben,　 haben,　Leber
life,　 calf,　 half,　if,　　　　 love,　　live,　　have,　 liver
肉体　子牛　 半分　…かどうか　愛する　生きる　持つ　　肝臓
◇ 　ドイツ語 Herbst 秋と英語 harvest 収穫，ドイツ語 Weib と英語 wife
もこの対応を示している。
母音に関してドイツ語で ei [aɪ] が英語で o [oʊ ] の場合：
allein,　 Stein,　Seife,　Eiche,　 beide,　 schneien,　heilig
52 文化論集第 50 号
146









b の音に関して ：Bruder, brother 兄弟；bringen, bring 持ってくる
f の音に関して ：Feld, field 野原；Finger, finger 指
g の音に関して ：Gras, grass 草；gut, good 良い




























??kalt は cold，identifizieren は identify，genug は enough であり，〈寒い〉
や〈同定する〉，〈十分に〉といった日本語を介在させるよりも話が手っ取り早













































ギーの節約をして，[a] と [i] の中間のところですましてしまうのです。つ
まり [a] の発音態勢をとりつつも，なかば [i] の構えに入っているのであっ
て，ここでは，[a] の口をして [e] と発音し，同様に toroi，sugoi の例では [o]





















れらの母音の上に Umlaut（ウムラウト）記号 ̈ をつけて表示します。（手
嶋，pp. 14-15）
　ドイツ語についてさらに詳しくは次のとおりである。




gasti であった。この語末の -i 音が先行の a 音に影響を与え，a 音が e 音
に変わる（a 音の i 音への不完全同化）。次いで，語末母音の弱化が生じて，
gasti は gesti を経て geste となった。後にこの変化した e 音は ä と表記さ





なって類推（→ Analogie　類推現象）により，古語においてはあとに i 音
が続いていなかったところにも，ウムラウトが現れることがある（Nagel
（釘，爪）の複数形の Nägel，Kranz（輪，冠）の複数形の Kränze，Hals（首）
の複数形の Hälse など）。（浜崎（他），p. 72，訳語筆者）
　造語に際して変母音が見られるのは次のような場合である。
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（ミッヒェル（他），p. 287）。したがって，Tageskarte とは die  Karte  des 










　??? ?????? ? ?????? ????????????????????????
???????????????????????????????????






















???? ????????? ? ??????????? ?????????????? ???? ???? ?
????〈???〉?〈??????〉????????????? ? ???????





いる。3. 3. 1. 1. から 3. 3. 1. 4. にこれを転記する。??????????? ???????














-age f. ラ・ギ 動 blamieren Blamage 恥（さらし）
-ant m. ラ・ギ 動 男性を意味する名詞化 sympathisieren Sympathisant 同調者
-ation f. ラ・ギ 動 konzentrieren Konzentration 集中，濃縮








する名詞化 frisieren Friseuse 美容師
Ge. . .-e n. 集合名詞化 tun Getue から騒ぎ
-heit f. 形 抽象名詞化 schön Schönheit 美しさ
-in f. 名 女性を意味する名詞化 Student Studentin 女子学生










-ist m. 男性を意味する名詞化 Horn Hornist ホルン奏者
-keit f. 形 抽象名詞化 heiter Heiterkeit 朗らかさ

















-nis n.f. 動 erkennen Erkenntnis 認識
-sal n.f. 動 mühen Mühsal 苦労
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-ent ラ 名 ～で満ちた Intelligenz intelligent 知的な





-lich 形 　～を帯びた blau bläulich 青味を帯びた
-los 名 　～のない Arbeit arbeitslos 無職の















接尾語 接合する品詞 接尾語の意味 派生語の例 意　味
-abhängig 名 依存している marktabhängig 市場依存の
-adäquat 名 適した problemadäquat 問題に適した
-ähnlich 名 似ている gottähnlich 神にも似た
-arm 名 ～の乏しい ergebnisarm 成果の少ない
-artig 名 ～のような orkanartig あ ら し の よ う な（拍手など）
-bedingt 名 制限された altersbedingt 年齢の制限がある
-bedürftig 名 必要な ruhebedürftig 安静の必要な
-bereit 名 用意がある kampfbereit 戦闘準備ができた
-eigen 名 特有の volkseigen 市民所有の
-fähig 名 能力がある arbeitsfähig 仕事の能力がある
-feindlich 名 敵対的な kulturfeindlich 反文化的な
-fertig 動 準備ができている kochfertig 即席の（食品）
-förmig 名 ～の形をした eiförmig 卵型の
-frei 名 ～の無い nikotinfrei 脱ニコチンの
-freundlich 名 好意的な regierungsfreundlich 政府寄りの
-gefärbt 名 着色された schwarzgefärbt 黒く着色された
-gemäß 名 応じた wunschgemäß 希望に応じて
-gerecht 名 適合した kunstgerecht 芸術的な
-geschädigt 名 損われた bombengeschädigt 爆撃でこわれた
-günstig 名 有利な preigünstig 買い得の
-haltig 名 含有している koffeinhaltig カフェインを含んだ
-intensiv 名 集中的な arbeitsintensiv 精力的な
-intern 名 内部の klinikintern 病院内での
-krank 名 病気の zuckerkrank 糖尿病の
-kritisch 名 批判的な sozialkritisch 社会批判的な
-kundig 名 詳しい ortskundig その地方のことに詳しい
-leer 名 からっぽの inhaltsleer 内容の無い
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-mäßig 名 中くらいの verhältnismäßig 比較的
-neutral 名 中立の wertneutral 価値を抜きにした
-offiziell 名 公式の regierungsoffiziell 政府公表の
-orientiert 名 ～を指向した profitorientiert 利潤指向の
-pflichtig 名 義務のある steuerpflichtig 納税義務がある
-politisch 名 政治的な kulturpolitisch 文化政策的な
-reich 名 豊かな ideenreich 想像力ゆたかな
-reif 名 熟している druckreif 印刷の用意ができた
-sparend 名 節約の zeitsparend 時間の節約になる
-spezifisch 名 特有の altersspezifisch 年令特有の
-trächtig 名 内に含んだ gewinnträchtig 利益を含む
-verdächtig 名 疑わしい fluchtverdächtig 逃亡のおそれがある
-voll 名 いっぱいの hoffnungsvoll 希望に満ちた
-weise 名 （方法） probeweise ためしに
-wert 動 価値のある sehenswert 一見の価値がある
-willig 名 喜んでする arbeitswillig 仕事をいやがらない

























emp-, ent-, er-, ver-, zer-, miss- については，3. 8. 1. の非分離動詞を参照のこと。
形容詞をつくる接頭辞（接合する品詞は形容詞）
接頭辞
の種類 接頭辞の意味 派　生　語　の　例 意　味
a- （否定）～でない typisch atypisch 類型的でない
erz- 非常に faul erzfaul すごく怠惰な
il- （否定）～でない legitim illegitim 非合法の
in- （否定）～でない tolerant intolerant 狭量な
miß- 間違った，逆の vergnügt mißvergnügt 不満な
un- （否定）～でない klar unklar 不明瞭な





接頭辞の種類 接頭辞の意味 派生語の例 意　味
anti- 反 Antialkoholiker 禁酒論者
auto- 自動，自己の Autosuggestion 自己暗示
bundes- ドイツ連邦 Bundesbehörde 連邦政府当局
contra- (kontra-) 対立する Kontradiktion 矛盾
extra- 特別 Extrablatt 付録
gegen- 反 Gegenspieler 相手選手
grund- 基本的 Grundbetrag 基本価格
haupt- 主な，中央の Hauptpostamt 中央郵便局
hyper- 過度の，極地の hypersensibel 過敏症の
hypo- 下の Hypotaxis 従属文
inner- 内部の innerdeutsch 両ドイツ間の
landes- 州の Landesregierung 州政府
luxus- 豪華（デラックス） Luxusauto デラックス・カー
makro- 巨視的 makroökonomisch マクロ経済的な
mikro- 微視的，微量 Mikrochemie 微量化学
militär- 軍の Militärpolizei 憲兵
mini- ミニ Minirock ミニスカート






riesen- 巨大 Riesenpackung 大箱
selbst- 自己の selbstgemacht 手製の
sonder- 特別 Sonderzug 特別列車
spezial- 特殊 Spezialanzug 特殊服
super- 超，スーパー superschlau 超狡猾の
über- 超えた überbesetzt 定員過剰の
ultra- 超 ultramodern 超近代的な
unter- 少い unterprivilegiert 権利の少い














　なお本項から 3. 7. において，「下点（ .4）はアクセントのある短母音を，下
線（　）はアクセントのある長母音あるいは二重母音を示す」（野入・太城，
p. 83）ものとする。
eigensinnig  →  Eigensinn  m.  強情，vorsichtig  →  Vorsicht  f.  注意，
wehklagen 嘆き悲しむ → Wehklage f. 悲嘆，愁嘆，Notlandung f. 緊急着





























































宙船などが）着水する  （野入・太城，p. 89 から抜粋）

































alles Mögliche 可能なことすべて       Verschiedenes いろいろな事
















  （野入・太城，p. 88 から抜粋）
　＊　Vergissmeinnicht の mein は，meiner（ich の 2 格）の古形である。

























































とです。例えば，先に挙げた fahren「乗物で行く」に er- のついてできた
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besser ＝ gut の比較級
ung ＝動作名詞の接尾辞
s ＝合成語の接合素























































テキストの総語数の約 9％を占める。最良のリストは Academic Word 



















































era  of  responsibility”  requires  us  to  think  of  how  we  should  be 




　まず，単語を 1 つずつ数えると，この文の総語数は 28 語になります。
これを?????????????といいます。次に，まったく同じ語を 1 回し
か数えなければ，is と us が 2 回ずつ，of が 3 回ずつ出てきていますので
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28－4 で 24 語となり，これは?????????????とよばれます。さら
に require は required と requires の 2 つの活用語で使われており，また
be 動詞も be と is の 2 つの形で出てきていますので，それぞれを同じ語




responsibility は responsible の派生語であるため，これらは辞書で別々の
見出しに掲載されていても 1 語として数えます。この「ワード・ファミ
リー」換算で数えれば，上の文は 22－1 で 21 語になります。このような
短い英文でも，数え方によって 28 語になったり 21 語になったりするので
す。長い英文だと，より単語の重複が多くなるため数え方によってその結
果が大きく異なってきます。たとえば，見出し語換算の 5,000 語はワード・
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定しなければならない。Table 1. 5 は，様々な 2,000 語のアメリカ英語テ
キストをトータルで 100 万語収集した Brown Corpus から見出し語の
1,000 語ごとにカバー率を示している。
　通常，2,000 語レベルが高頻度語として最も適切な境界線と設定される。





Table 1. 5.　 The percentage text coverage of each  













わかることになります（表 1. 1 参照）。
? ????? ??????????????（Grabe, 2009 に基づく）
??????? ???????
40,000 見出し語（9,000 ワード・ファミリー） 98％
10,000 見出し語（4,000 ワード・ファミリー） 95％
 5,000 見出し語（3,000 ワード・ファミリー） 86％
 3,400 見出し語（2,000 ワード・ファミリー） 76％
 1,700 見出し語（1,000 ワード・ファミリー） 71％
　これだけの語彙を知っていれば，辞書や先生の助けを借りながら自然な
英文を読むことができます。しかし，流暢に読むためにはその 4 倍にあた
る約 40,000 見出し語（9,000 ワード・ファミリー）が必要です。英文で使




























中学校卒業までに約 1,200 語，高校卒業までに約 3,000 語（+α）を扱う
ことになっています。また英検の各級で必要とされる語数は，4 級で約
1,300 語，3 級で約 2,100 語，準 2 級で約 3,600 語，2 級で約 5,100 語，準 1
級で約 7,500 語，1 級で約 10,000～15,000 語です（日本英語検定協会，
2007）。ここでの語の数え方を見出し語換算として大まかに考えると，
71％の語をカバーする「約 1,700 見出し語（1,000 ワード・ファミリー）」
が中学校卒業程度，英検では 3～4 級ぐらいで，76％の語をカバーする「約
3,400 見出し語（2,000 ワード・ファミリー）」が高校卒業程度，英検では
準 2 級程度ぐらいに相当します。（卯城，pp. 18-20）
　一方 Nation and Hwang は一般的語彙と特殊化語彙の関係に関する研究の中
で次のように述べている。




バー率が得られる。表 1（註　省略）はこの 1945 語の一般的語彙から得
られるカバー率が約 83.4％であることを示している。これに学術的テクス
トのために UWL（University  Word  List）⑹から得られるテクストカバー
率の 8.5％を加えると学習者は，テクストの適切な理解（Laufer, 1989）と






語 2,000 語，一般的なアカデミック単語（Academic Word List）570 語，










から 10000 語を使うとされるが，ドイツ語では使用頻度の上位 1000 語で
ふつうのテクストの約 80 パーセント，2000 語では約 90 パーセント，
4000 語では約 95 パーセントをカバーする。（ドイツ言語学辞典，p. 343）
　授業でどの語をいくつ学ぶべきかという問題は，ドイツにおいても数十年間
にわたって言語学と教授法の関心の対象であり，その結果として 30 以上もの































用説明書，広告，商品説明などが合計 20 万語である。100 万語あたり 16 回以
90 文化論集第 50 号
184
上出現する語を頻度順に 4034 語採録し（Jones and Tschirner, pp. 2-4），品詞，
英語の対応語，例文，100 万語あたりの出現回数と共に掲載されている。巻末
にはアルファベット順の索引，品詞別の上位 100 語の一覧なども付されている。
























ネットフォーラムからの約 4 億 7000 万語を加えた合計 8 億 4000 万語を対象と
して調査を行っている。出現頻度は必ずしも当該の語の重要度と比例するとは
限らないことも考慮し（Lange  et  al.,  p. 207），基礎語彙⑼の選択と順位づけは
「出現の頻度のみに頼らず，長期間にわたる出現の安定性，分野を超えた出現
の安定性，生産性（造語能力）」（岡村（他），2 頁目）によって行われている。


















　Jones は上で紹介した Herder/BYU-Korpus の約 10％にあたる 4 万語を使用
して，会話，文学，新聞，学術文献という四つの使用域についてカバー率調査




Levels Conversation Literature Newspaper Academic
1st 1000 82.6％ 72.0％ 64.0％ 65.4％
2nd 1000 4.4％　 5.4％　 6.5％　 7.8％　
3rd 1000 2.5％　 3.4％　 4.2％　 4.6％　
Total 89.5％ 80.8％ 74.7％ 77.8％
  （Jones, 2006, p. 119）
　この結果に基づいて Jones は，「高頻度で使用される 3000 の基本語彙が，使




　Jones  and  Tschirner によれば，彼らが基本語彙集に採録した出現頻度上位
の 4034 語は，調査に使用したコーパスの中で，使用域に応じて 80 から 90％








































　Jones と Jones  and  Tschirner の結論は，前者が約 4 万語，後者が 420 万語
の調査結果に基づくものである。また Jones,  Jones and Tschirner が出現頻度



























　Nation は，古典的な高頻度語彙集である Michael  West の A General Ser-
vice List of English Words では，収載されている約 2000 ワード・ファミリー
の中で機能語は約 165 ワード・ファミリーを占めるとしている（吉田・三根，
p. 16）。また Jones  and  Tschirner は，英語の場合わずかに 50 の機能語が発話
の 60％を占めているとしている（Jones and Tschirner, Series Preface）。ドイ
ツ語については，Tschirner の〈基本語彙〉約 2000 語の中には，筆者が数え
たところでは前置詞が 44 語収載されており，基本語彙中の前置詞の割合は約
2.1％である。ちなみにうわのせ語彙での採録はわずかに 9 語である。また接





































　infolge (<in+Folge)                zufolge (<zu+Folge)
　～の結果として                  ～に従って
　anstatt (<an+Statt)                anhand (<an+Hand)
　～の代わりに                    ～により
　aufgrund (<auf+Grund)            anstelle (<an+Stelle)
































　なかでも 3・4 格支配の前置詞である an,  auf,  hinter,  in,  neben,  über, 





























例えば ich  lese  das  Gedicht  vor  ihm（私は詩を彼の前で読む）といえば
vor は前置詞であるが，ich lese das Gedicht  ihm vor（私は詩を彼に読ん
で聞かせる）といえば vor は副詞である。また独立的に用いて von 
Jugend  auf（子供の時から），von  Haus  auf（生来）などの auf,  aus は前
置詞 von の意味をさらに補う副詞であり，die  Flasche  ist  aus（瓶は空で
ある），あるいは Licht  aus!（明かりを消せ）などの aus も副詞である。
なお nach  wie  vor（相変わらず），nach  und  nach（しだいに），durch 





























































































































となる。複合の接続詞 entweder … oder と nicht  nur … ,  sondern  auch







































　Okamura et al. と Tschirner による語彙集は次のように略記した。脇の小数
字はそれぞれにおける順位を表す。複合の接続詞については，当該の用例が採
録されている語の順位を記載した。双方の語に採録されている場合は順位の高
い方を挙げた。なお Okamura  et  al. の順位は，2017 年 2 月 9 日における同サ
イトの „Database“（＝ Gesamtkorpus）に基づく。
（O。。。）：Okamura et al.. Datengeleiteter Kernwortschatz Deutsch. の基礎語彙
(Grundwortschatz).
（T。。。）：Tschirner,  E.  (2010).  Grund- und Aufbauwortschatz Deutsch als 













Brough,  S.,  (1991).  Langenscheidts Handwörterbuch Deutsch-Englisch Neube- 
arbeitung 1991. Langenschidt.











　例文の出典は Okamura  et  al. と Tschirner の場合は（O），（T）とした。な
























































































































































      Ich kann nicht zur Fete kommen, weil ich kein Geld habe.
      私はお金がないので，パーティーには行けません。
  （関口，1994，pp. 201-202 をもとに筆者が合成）
da：    　〔…〕weil は相手が知らないことを理由に挙げるのに対し，da は相手
の知っていることを根拠にしている傾向があります。（清野，p. 267）






      Da ich kein Geld habe, kann ich nicht zur Fete kommen.
       君も知ってのとおり，ぼくはお金がないだろう，だからぼくはパー
ティーには行けないよ。
  （関口，1994，pp. 201-202 をもとに筆者が合成）
denn：  　〔…〕denn は「なぜ私がそういうことを言うかと言えば」という推論
の根拠を挙げる。（清野，p. 267）




       Beende erst einmal dein Studium, denn dann  findest du  leichter eine 
Arbeit.



































































































































































































































い。wenn は英語の when と形が似ているので，つい「……した時に
は」だと思い込んでしまいがちですが，実際には whenever にあたる
接続詞なのです。（関口，1994，p. 202）
        Wenn er zu mir kam, haben wir immer Schach gespielt.




　als：    　一方 als の方は，過去についての〈1 回かぎり〉のことについて「…
…した時には」，英語で言う when の意味で用いられます。（関口，
1994，p. 202）
        Als er gestern zu mir kam, haben wir Schach gespielt.

















































































　????????????? ?????????? ???? ???????????
??? ???? ????????????? ?????????????????
????????? ????? ???? ???????? ?????????????????









Angaben ～（～の述べるところによると），wie ～ mitteilt（～が報ずるように）
といった語や表現にしばしば出会う。また人口問題に関するテクストには，
durchschnittlich（平均して），im  Schnitt（平均して），im  Vergleich  zum 




































































































































　〈Haushalt（世帯）〉は Okamura  et  al. には採録されていない一方，Tschir-













でできている。Durchschnitt は Tschiner のうわのせ語彙にしか採録されてい
ない一方，Alter は岡村（他）と Tschirner の基本語彙に収載されている。
































テクスト理解に必要なカバー率と語数について Nation  が Brown  Corpus を例
として挙げている Table 1. 5（85 頁）を見ると，僅かに 2000 語でカバー率は
79.7％に達する。しかし 6000 語のカバー率は 89.9％に過ぎない。すなわち，
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　それぞれのテクストについて，まず Okamura  et  al. の基礎語彙への採録の
有無を調べた。採録されていない語には通し番号を振り（1 norddeutsche）の
ように表示した。次に Tschirner の基本語彙とうわのせ語彙への採録を調べ
た。Okamura et al. の基礎語彙と数を合わせるために，出現頻度の 1 位～2084
位の語を基本語彙とし，2085 位から 4034 位までをうわのせ語彙とした。これ
に際して，Okamura  et  al. に採録されていない一方，Tschirner の基本語彙に
採録されている語は??とし，うわのせ語彙として採録されている場合は??
??で表示した。Okamura  et  al. に収載されているのに対して，Tschirner で















対象は，ドイツ語の授業を約 120 時間（90 分授業 80 回）以上受講してい
るか，これと同じ程度の学習経験のある人。　?? ???? ?
（公益財団法人ドイツ語学文学振興会，各級のレベルと内容，太字筆者）
　なお Tschirner では，約 2000 語の基本語彙は A1 - B1 に対応し，うわのせ






Alstersee),  der  (8  Fischmarkt),  die  (9  Speicherstadt)  und  die  Kirche  (10  St. 
Michaelis).  Das  besondere  (11  Kennzeichen)  dieser  Stadt  ist  aber  der  (12 
Hafen), der am Fluss (13 Elbe) liegt. Der größte (14 Hafen) Europas ist der (15 
Hafen)  in  (16  Rotterdam).  Der  (17  Hamburger)  (18  Hafen)  belegt  Platz  (19 
zwei). Mehr als 10 000 (20 Containerschiffe) pro Jahr (21-1 kommen) in der (22 







zu  transportieren.  Danach  gab  es  für  die  (30  Schifffahrt)  auf  der  (31  Elbe) 
einen großen (32 Boom), (33 sodass) die (34 Hamburger) dieses Datum als die 
(35 Geburtsstunde) des (36 Hafens) betrachten. Heute feiern sie jedes Jahr am 
Wochenende  um den  7. Mai  (37 Hafengeburtstag).〔延べ語数 161／計算上は
159〕（公益財団法人ドイツ語学文学振興会，〈5 級・4 級・3 級〉，p. 163）
　?????? ??? ????????? ?? ???????????? ????
???このテクストの内容は港湾都市ハンブルクの紹介である。したがって短
いテクスト中に Hamburg,  Elbe,  Alstersee,  Fischmarkt,  Speicherstadt,  St. 










（37）Hafengeburtstag（港の誕生日）：Geburtstag（誕生日← Geburt ＋ Tag）
　Container と Boom は英語／カタカナ語であり，推測は容易であろう。これ
に 対 し て（4） の Sehenswürdigkeiten と（11） の Kennzeichen は sehen￨s￨ 




???????? ? ????????????? ? ????????? ?????
Die (1 norddeutsche) Stadt (2 Hamburg) ist mit (3 ca.) 1,7 Millionen Einwohnern 
eine der größten Städte Deutschlands und hat viele (4 Sehenswürdigkeiten), 
die  bei Touristen  aus  aller Welt  beliebt  sind.  Berühmt  sind  (5  z.B.)  der  (6 












um den  7. Mai  (22 Hafengeburtstag).〔延べ語数 161／計算上は 159〕（公益財
団法人ドイツ語学文学振興会，〈5 級・4 級・3 級〉，p. 163）












ハンブルク港は第 2 位の座を占めている。年間 1 万隻を超えるコンテナ船がこ
の北ドイツの大都市にやってくる。それに加えて多くの客船も。
　すでに 9 世紀からハンブルクには港がある。だから，ハンブルク港の歴史は
とても長い。しかし，1189 年 5 月 7 日までは，エルベ川で物資を輸送するた
めには，船はお金を払わなければならなかった。その後，エルベ川を航行する
船が非常に増え，ハンブルクの人たちは，この日にちを，ハンブルク港が誕生




















Das  (6  Gegenstück)  zu  diesem  (7  Ferntourismus)  ist  eine  (8  ausgeprägte) 
deutsche (9 Wanderlust). „Der Zweck des (10 Reisens) ist, zum Ziel zu kom-
men, der Sinn des  (11 Wanderns)  ist,  unterwegs zu  sein“,  hat der erste  (12 
Bundespräsident)  (13  Theodor  Heuss)  einmal  gesagt,  und  auch  dieses  (14 
Unterwegssein) liegt vielen Deutschen offenbar im Blut. Rund die Hälfte aller 




den  (21 Wanderern) dabei  eine  schöne  (22 Landschaft)  und eine weite Aus-
sicht. An (23 dritter) Stelle folgen (24 verlässliche) (25 Wegweiser).
　Die  typisch deutsche  (26 Reise-) und  (27 Wanderlust)  (28 kontrastiert) auf 
den ersten Blick ganz seltsam mit einer ebenso typisch deutshen (29 Heimat-
verbundenheit). Ein Amerikaner (30-1 zieht) in seinem Leben durchschnittlich 
(31  vierzehnmal)  (30-2  um),  ein Engländer  (32  achtmal),  ein  (33  Japaner)  (34 
fünfmal),  ein Deutscher  (35 dreimal). Und nur, wenn es nicht  zu vermeiden 









seiner  eigenen  Heimat  Russland,  alle  nur  das  eine  wollten:  weg  aus  ihrem 







tig)  ist,  wo  er  lebt,  hat  auch  keine  Lust,  im  Urlaub  (53  wegzufahren);  die 
typisch deutsche (54 Heimatverbundenheit) ist also (55 geradezu) ein (56 An-
trieb),  zur  (57 Abwechslung)  auch  einmal  andere Regionen  dieser  Erde  (58 
aufzusuchen).〔延べ語数 344／計算上は 336〕（公益財団法人ドイツ語学文学振





????? ??? ???????????????? ?? ??????????
?? ???????一読して 3 級の〈ハンブルク〉よりも明らかに難度が高い







































による造語である。前者は第一段落六行目の unterwegs  zu  sein との関係に気
が付けば理解可能であろう。しかし後者は，このテクストには出現しない






???????? ? ????????????? ? ????????? ?????
Die Deutschen reisen sehr gern; je weiter, desto lieber. Insgesamt gaben (1 
Reisende) aus Deutschland  im Jahr 2012 knapp 64 Milliarden Euro  im Aus-
land  aus,  das  wäre  ein  Jahr  zuvor  noch  (2  Weltrekord)  gewesen.  Das  (3 
Gegenstück)  zu diesem  (4 Ferntourismus)  ist  eine ausgeprägte  deutsche  (5 
Wanderlust). „Der Zweck des (6 Reisens) ist, zum Ziel zu kommen, der Sinn 
des (7 Wanderns) ist, unterwegs zu sein“, hat der erste (8 Bundespräsident) (9 
Theodor  Heuss)  einmal  gesagt,  und  auch  dieses  (10  Unterwegssein)  liegt 









　Die  typisch deutsche  (18 Reise-) und  (19 Wanderlust)  (20 kontrastiert) auf 
den ersten Blick ganz seltsam mit einer ebenso typisch deutshen (21 Heimat-
verbundenheit). Ein Amerikaner (22-1 zieht) in seinem Leben durchschnittlich 
(23  vierzehnmal)  (22-2  um),  ein Engländer  (24  achtmal),  ein  (25  Japaner)  (26 
fünfmal),  ein Deutscher dreimal. Und nur, wenn es nicht zu vermeiden  ist. 
Das  (27  ZDF)  kommentiert,  über  die  Hälfte  aller  Deutschen  glaubt,  das 
Thema „Heimat“ werde in den nächsten Jahren an Bedeutung weiter wach-
sen.




nur  das  eine wollten: weg  aus  ihrem Dorf).  „Inzwischen weiß  ich,  dass  die 







tig)  ist,  wo  er  lebt,  hat  auch  keine  Lust,  im  Urlaub  (38  wegzufahren);  die 
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typisch  deutsche  (39  Heimatverbundenheit)  ist  also  geradezu  ein  (40  An-
trieb), zur (41 Abwechslung) auch einmal andere Regionen dieser Erde auf-
zusuchen.〔延べ語数 344／計算上は 336〕（公益財団法人ドイツ語学文学振興
会，〈2 級，準 1 級，1 級〉，p. 42)
　????????? ????? ?? ??????? ???????????????

















Gesellschaft  für  Freizeit によれば成人した全ドイツ国民のおよそ半数が，多
か れ 少 な か れ 定 期 的 に 徒 歩 旅 行 を 行 っ て い る。Institut  der  deutschen 
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gramm).  (22  Tendenz)  sinkend.  Im  Jahr  2013  (23-1  ging)  der  (24  Pro-Kopf-
Verbrauch)  um  (25  zwei)  (26  Kilo)  (23-2  zurück).  Immer  mehr  Menschen 
achten auf die Qualität des Fleisches, zahlen im Zweifel (27 lieber) mehr und 


































































（38）  Europameister，（48）  Mineralwasser が英語ないしは日本語からミュン
ヒェン，トップテン，ランキング，～マイスター，ヨーロッパ～，ミネラル
ウォーターなどと分かり，また（16）  Fleischkonsum の Konsum，（28）  kon-
sumieren，（29）  vegetarisch が そ れ ぞ れ 英 語 の consumption，consume，











Wie  es  häufig  ist  bei  (5  Klischees):  Ein  (6  Körnchen)  Wahrheit  mag  darin 
enthalten sein, aber letztlich bleiben sie (7 Klischees) – über Jahre (8 eingeübt) 
und bestätigt durch  (9 wirkungsmächtige) Bilder wie  etwa vom Münchner 













Auch die Sache mit dem Bier  ist  zu korrigieren: Die Deutschen  sind hier 
nicht Weltmeister,  noch  nicht  einmal  (27  Europameister).  Das  sind  die  (28 
Tschechen). 144 Liter trinkt  im Durchschnitt  jeder von ihnen im Jahr. Da 
wirken  die  Deutschen  mit  ihrem  jährlichen  (29  Pro-Kopf-Konsum)  von  107 
Litern fast (30 abgeschlagen). Der (31 Verbrauch) sinkt, um etwa zwei Liter 
pro Kopf  und  Jahr.  Statt  dessen  greifen  die Deutschen  immer  öfter  zu  (32 
Mineralwasser):  Jedes  Jahr  trinken  sie  fast  150  Liter.  Selbst  das  Bild  der 
deutschen  „(33 Kartoffelkönige)“  lässt  sich  nicht  (34  aufrechterhalten): Etwa 









????? ?????????????????? ?? ???????????
????? ???????????????? ? ? ????????????????
????????????????? ????????
　このテクストには数値に関する説明が多い。そこで pro Kopf im Jahr（年間













































(4  WIESBADEN)  –  Im  Jahr  2012  (5-1  nahm)  nach  (6  Ergebnissen)  des  (7 
Statistischen  Bundesamtes)  ((8  Destatis))  die  (9  Bevölkerungszahl)  Deutsch-
lands im Vergleich zum (10 Vorjahr) um 196 000 Personen (+ 0,2 %) (5-2 zu) 






(18  Zensus)  2011  (19  berücksichtigt).  Mit  der  (20  Veröffentlichung)  der  (21 
Zensusergebnisse)  im Mai 2013 wurde die  (22 Berechnung) der  (23 Bevölke-
rungszahl)  auf  eine  neue  Grundlage  gestellt.  Die  mit  dem  (24  Zensus)  (25 
festgestellte) (26 Einwohnerzahl) lag rund 1,5 Millionen unter den (27 Ergeb-
nissen)  der  laufenden  (28  Berechnung)  der  (29  Bevölkerungszahl)  auf  Basis 




Zudem (37-1  fließt) eine kleine Zahl von  (38 Korrekturen)  in die  (39 Berech-
nung) (37-2 ein). Die Zahl der Geburten lag wie in den (40 Vorjahren) deutlich 
unter der Zahl der (41 Sterbefälle). (42 Hauptursache) für den (43 Anstieg) der 
(44 Bevölkerungszahl) war  (45  somit) wie  auch  schon  im vergangenen  Jahr 
die stark gestiegene (46 Zuwanderung).
Die (47 Bevölkerungszahlen) entwickelten sich 2012 (48 regional) sehr unter-
schiedlich.  In  neun  Bundesländern  stiegen  die  (49  Bevölkerungszahlen):  (50 
Bayern) (+ 76 000), (51 Baden-Württemberg) (+ 57 000), (52 Berlin) (+ 49 000), 
(53 Hessen)  (+ 23 000),  (54 Hamburg)  (+ 16 000),  (55 Nordrhein-Westfalen)  (+ 
9 000), (56 Niedersachsen) (+ 5 000), (57 Schleswig-Holstein) (+ 4 000) und (58 
Bremen) (+ 3 000). In (59 Rheinland-Pfalz) blieb die (60 Bevölkerungszahl) (61 






〔 延 べ 語 数 289（ グ ラ フ と 出 典 は 除 く ） ／ 計 算 上 は 271〕（Statistisches 
Bundesamt, Pressemitteilung Nr.  283 vom 27.08.2013）https://www.destatis.
de/DE/PresseService/Presse/Pressemitteilungen/2013/08/PD13_283_12411.
html）（2017 年 2 月 12 日採録）
＊　州別の人口一覧表は削除した。
　??????????????????????????? ??? ?????
?????????? ?? ????????? ???????????????





































Bundesamtes)  ((6  Destatis))  die  (7  Bevölkerungszahl)  Deutschlands  im  Ver-
gleich  zum  Vorjahr  um  196 000  Personen  (+  0,2  %)  zu  und  lag  am  (8 





In  den  vorliegenden  (9  Bevölkerungszahlen)  sind  die  Ergebnisse  des  (10 
Zensus) 2011 berücksichtigt. Mit der Veröffentlichung der (11 Zensusergeb-
nisse)  im  Mai  2013  wurde  die  Berechnung  der  (12  Bevölkerungszahl)  auf 
eine neue Grundlage gestellt. Die mit dem (13 Zensus) festgestellte  (14 Ein-
wohnerzahl)  lag  rund  1,5  Millionen  unter  den  Ergebnissen  der  laufenden 
Berechnung der (15 Bevölkerungszahl) auf Basis der (16 Volkszählung) 1987 







rungszahl)  war  somit  wie  auch  schon  im  vergangenen  Jahr  die  stark 
gestiegene (26 Zuwanderung).
Die  (27  Bevölkerungszahlen)  entwickelten  sich  2012  regional  sehr  unter-
schiedlich.  In  neun  Bundesländern  stiegen  die  (28  Bevölkerungszahlen):  (29 
Bayern) (+ 76 000), (30 Baden-Württemberg) (+ 57 000), (31 Berlin) (+ 49 000), 






die  (41 Einwohnerzahl) dagegen  (42 rückläufig). Besonders hoch fiel der  (43 
Bevölkerungsrückgang) in (44 Sachsen-Anhalt) (– 17 000) sowie in (45 Thürin-
gen)  (– 11 000) und  (46 Mecklenburg-Vorpommern)  (– 7 000) aus.〔延べ語数
289／計算上は 271〕
＊　グラフと出典は削除した。
　????????? ????????????? ?? ?????????? ?????
????? ?? ????????????? ????????? ????????
? ?????????
内容：
　2012 年末に人口 8050 万人 ─ 多数の移民による人口増加
　ヴィーズバーデン─連邦統計局の調査結果によると 2012 年にドイツの人口
は対前年比で 196000 人（＋0,2％増）増加し，年末に約 8050 万人となった。
これと類似した高水準の増加が見られたのは，最近では 195000 人増加した
1996 年であった。
　現在の人口は 2011 年の国勢調査の結果である。2013 年 5 月に調査結果が発
表されたことにより，人口の算定は新たな基盤に基づいて行われた。国勢調査












































　上に見た〈ハンブルク〉ではうわのせ語彙に採録されている Hafen が 7 回
も使われ，〈人口問題〉では州名が列挙されている。また〈ドイツの食生活〉
では Liter，Kilogramm，Kilo が基礎語彙には採録されていない。これらによ
る捕捉率の若干の低下を考慮すると，通常は Okamura  et  al. の基礎語彙のみ
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　Lange の挙げる上の四語は Okamura  et  al. とうわのせ語彙も含めた Tschir-
ner のいずれにも採録されていない。しかし Tür，Eingang，Wein，Keller は
169ドイツ語読解の戦略と戦術　⑷
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Okamura et al. に，Schloss と Holz は Tschirner の基本語彙に採録されている。
???????????????????????????????????? ???































????????????????ドイツ語の基数詞は 1 から 12 までと hun-
dert（百），tausend（千），Million（百万），Milliarde（十億）を覚えれば，残
りに対してはほとんど規則的に対応が可能である。序数詞についても同様であ
る。同時に -mal（- 回／ - 倍），-fach（- 倍），分数の表現なども習得しておくこ
とによって，読解への効果はさらに拡大する。



























































































































どを除き，基本形のみを数えた場合，14,000 語から 17,000 語であるという研究結果を紹介してい
る（望月（他），p. 26）。しかし彼らが「実際の会話で使っている語彙は，80％以上を 500 語程度で















































　　しかしこれは英語圏の「数億語レベルの BNC（筆者註　British  National  Corpus）」等と比べる
と比較的小さいとされている。（岩崎，p. 48）
⑼　Jones and Tschirner，あるいは Tschirner と同様に Okamura et al. でも Grundwortschatz とい
う用語が用いられている。しかしこのサイトの日本語版では「基礎語彙」ということばが使われて
いる。そこで Okamura  et  al. の作成した語彙集の Grundwortschatz は日本語では「基礎語彙」と
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